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→上告します

徳山ダム裁判控訴審

“

主民訴訓判決 実体審理なしで事実認定
<在問‐L史弁護団長の解説>

【結審に至る経過】

原告 (控訴人、以下「原告」)は、控訴審において、徳山ダム建設負担金の支出差止請求の

立証活動と lノ て、徳山ダム]1業用水の需要がないことの立証のために、一審の結審後になさ

れた 04年岐阜県長期水需給計画の検討資料の提出を要求しました。これは、 93年岐阜県
長期水需給計画を変更した新しい水需給予測であり、 04年フアレ′ブラン・徳山ダム事業実施
計画σ)元になったものです ]

これに対して、被告は、フルプラン・事業実施計画が開発水量 1)事業費とその負担額 1)変

更さね′たので、支出差止請求の対象が異なることになったから、新たに住民監査請求が必要

だが、それがなされていないので、訴えを却 ドをすべきであると主張し始めましたコこれ′に

刻して、原告は、工業用水の需要がないので徳山ダム建設負担金の支出は全て違法と主張し、

徳山ダム建設負担金全ての差上を請求しているのであって、徳山ダム建設負担金がある以上、

事業実施計画の変更は関係がないと反論しました「 最高裁判決も同じ考えです =

ところが、裁判所は、被告に04年長期水需給計画資料の提出を促したり、命 じたりする
のはなく、事業実施計画が変更されたので文出差止請求の対象が変わったこと、訴えを却下

することを示唆して、判決言い渡し日を3月 15日 に指定して結審しました (051121).
なお、結審後の集会で、私は却下判決は L告すれば 100%)破棄される、と言いました[
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【判決言い渡し期日の延期】

言い渡し日期 日前の 3月 1日 に裁判所から判決言い渡し期日を延期するとの連絡があり、

その後、行政訴訟の判決言い渡し日までなしのつぶてで、その翌日に8月 31日 に言い渡し

日が決まりました。

【判決内容】

判決内容は、支出差止請求は、全てが門前払いの却下ではなく、却下したのは、すでに支

出されたものと事業費圧縮等によつて支出がなくなったものだけで、ダム完成後の2008

(平成 20)年度から始まる23年間償還による建設負担金については、支出差止請求 jに

理由がないという請求棄去「でした。前段に述べた被告との支出差止請求 jの同一
」
l■論争につ

いては、原告の主張を認めているのです]裁判所は、結審したときとは考えを変えたのです3

上記しましたように支出差止請求 jに同一性があることは当然のことであり、名古屋高裁は、

訴えを去,下すれば最高裁で破棄されることを予想して方針変更して、判決言い渡し期日を変

更したのです。

【弁論再開しての審理が必要】

そうすると、訴えを調]下するのではなく、建設負担金支出差止請求に理由があるかどうか

を判断するのですから、理由があるかの審理 (「実体審理」といいます)が必要です。徳山ダ

ムの工業用水に需要かあるかの実体審理としては、 04年長期水需給計画で水需要予測が変

わったのですから、この資料に基づくいて徳山ダムエ業用水の需要があるかの検討をしなけ

ればなりません。裁判所には 93年長期水需給計画資料しか出ていません。そのためには、

弁論を再開して、原告が提出を要求していた 04年長期水需給計画の資料に基づくいて徳山

ダムエ業用水の需要があるかの実体審理を行わなければ、審理したことになりません。これ

が訴訟ルールというものです。

ところが裁判所は弁論を再開することなく、徳山ダムエ業用水の水需要の判断をしたので

す。そこで使用した資料は古くなってしまって利用価値がなくなった 93年長期水需給計画

の資料です.新聞記事で「徳山ダムの必要性を認める」などと出ているのはこの資料による

部分です。

この裁判所のやり方は、訴訟ルールを踏みにじつたもので、「だまし討ち」ではないでしよ

うか。

徳山ダム試思
～ 0

実湛水開始繰り上|ずに抗議する
6年 8月 30日 「声明」抜粋～

水資源機構は、徳山ダムの試験湛水開始につき、当初の「10月 」を繰 り上げ、 9月

25日 にすると発表しました。この秋の台風シーーズンの「洪水調節」に役立たせる、と
いうのが「理由」のようです。これは笑止千万であると同時に、山積する問題を糊塗す

るための悪どいやり方である、と断ぜざるを得ません。

1。 徳山ダムが水源開発施設であるという事実を隠そうとするものである

徳山ダムは、紛うことなき「水源開発施設」です。台風シーズンの「洪水調節」を云

々するのは、新規利水の需要がない、事業化されないことを隠すための詭弁です。

…2



2.徳 山ダムの「洪水調節」効果はまやかしである
こういう方便を用いることはまさに「揖斐川流域住民の生命と財産を守る」ことに反
します。揖斐川流域住民として、憤りを禁じ得ません、

3.徳 山村の人夜への約束は反故にされ続けている
既成事実を積み重ねて、約束違反を押 し通す 。・ 。こんなことを「公」力`やっていい

ことでし Ĺう か? 主権者 。納税者として、許 し難いことと感 じますご

4.イ ヌワシ・クマタカを象徴とする生態系を不可逆的に改変する
7月 25日 の第 2回徳山ダムモニタリング会議において、ワシタカ類の専11;l家委員か
ら「モニタリングといって調査しているだ |卜 では、絶減の記録を作成するだけにならな
つてしまわないかJと 危機感が日にされました。おりしも、日本政府はCOP lo(生物
多様性条約第 10回締結国会議)を名古屋に格致する意向のようです。絶滅危惧種保全
を国際的に約束した日本政府が、その手で、絶減危惧種イヌワシ・クマタカを絶減に追
いやろうとしているのです。

5。 「一切の問題を水底に沈めて□を l式う」ことは許されない

全てを水底に沈めてしまえば、「問題」にフタができるとで 1)い うのでしょうか ?

私たちは、「徳lllダム試験湛水開始繰 り上げ」発表に、心底からの慣 りを覚え、強く抗

議します。                                以上

湛水開始、旧村民の思い複雑
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岐
阜
県
揖

斐
川
町
の
徳
山
ダ
ム
。
生
ま

れ
育

っ
た
旧
徳
山
村
を
離

れ
、
第
二
の
人
生
を
過
ご
し

て
き
た
村
民
た
ち
に
と
っ
て

も
、
故
郷
と
の
最
後
の
別
れ

の
日
が
決
ま
っ
た
。　
一
方
で

水
没
し
な
い
門
入

（か
ど
に

ゅ
う
）
集
落
な
ど
で
は
今
も

一
部
の
村
民
が
暮
ら
し
て
お

り
、
湛
水
開
始
で
故
郷
へ
行

く
す
べ
を
失
う
。
集
団
移
転

の
は
分
か

っ
て
い
た
が
、
い

二
っ
だ
け
、
道
だ
け
は
通
し

ざ
故
郷
が
現
実
に
沈
む
と
な
一て
は
し
い
」
と
話
す
。

る
と
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
　
門
入
集
落
に
は
今
も
十
数

持
ち
だ
」
。
旧
村
民
の

一
人

軒
の
住
居
が
立
ち
、
旧
村
民

に^
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「も
と
も
と
付
け
替
え
道

・　
一
方
、
今
も
旧
徳
山
村
に

暮
ら
し
続
け
る
村
民
に
と
っ

路
を
つ
け
る
と
い
う
話
だ
っ

た
。
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ

な
い
の
に
、
試
験
湛
水
を
始

め
る
の
は
困
る
」
と
、
週
末

を
中
心
に
門
入
集
落
の
別
宅

で
過
ご
す
泉
末
広
さ
ん
■
こ

は
憤
る
。

徳
山
ダ
ム
建
設
を
め
ぐ
っ

て
は
他
に
も
、
移
転
先
の
地

盤
沈
下
で
家
屋
の
損
傷
が
出

て
い
る
問
題
や
、
樹
林
帯
が

確
定
せ
ず
県
の
公
有
地
化
事

業
が
進
展
し
な
い
問
題
な
ど

が
残
り
、　
一
部
の
村
民
ら
は

水
資
源
機
構
へ
の
不
満
を
募

ら
せ
て
い
る
ｃ
旧
徳
山
村
八

地
区
会
長
会
の
井
野
勝
巳
会

長
食
じ
は
　
旧
村
民
と
の
間

題
を
き
ち
ん
と
解
決
し
て
か

ら
湛
水
を
始
め
て
ほ
し
い
Э

今
の
状
態
で
は
、
湛
水
は
容

認
で
き
な
い
」
と
言
い
切

る
ｃ06.08.31

中日新聞
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問
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に
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」
と
訴
え
る
。

「
い
つ
か
こ
の
日
が
来
る

湛水が決まつた現在も旧村民が農作業
に精を出す岐阜県 。旧徳山村門人地区
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湛水してしヽいの?徳山ダム ～7。22大Л珠会～
約 70名 が参力||,||1徳 JI村民の方が、手入れ
いということのつらさを語って下さいました :

恒例 :徳山村キャンプ 8月 19日 (上)～ 20日 (日 )

34人の参加を得て、また楽
しい キャンプとなりました。
20口 に |ま、クマタカの親子

が幼鳥に飛翔を教えているとこ

ろを見ました. 00年 Fll入 キャ
ンプでは、イヌワシの両親が、

幼鳥に飛翔を教えていると二ろ

をしっかり観察しています。

絶滅危惧種イヌワシ・クマタカの聖地
。徳直1を水底に沈めてはなりませメレ_↑ o60820塚

9月 1 5 Fl(金)に  中部地方環境事務 nFT(環境省の出先)に行きます i

局は自ら河川改正を
″
水没
″
させる?

木曽川水系河川整備計画策定の進め方」だつて !～

よる 9年以 il i)店晒しして・・ 。とうとう、河川局 |ま、 1997年 ■∫川法改正の趣旨を骨
抜きにする「決意」を固め、本曽川水系でも実行し始めました (「ふれおい懇談会J「木曽り|

水系識者から勉強する会」など= 5月 に開始し、公表は 7月 末=後 ろめたいから?).流域住

民と議論を重ねて合意を形成していく、という考え方の全否定です =
「木曽川水系河川整備計画策定の進め方」

http:ム、■vtt cbr mlit 3o jpよ awatolnizL:AiSO_shikisyゴ indcx hull

一
大 西 暢 夫 写 真 展

一

僕
の

村
の

室 物
～ジジパバ徳山村物語

2006年 9月 1日 (金 )～ 3日 (日 )大 垣市スイトピアセンター・第 4展示室
主催 :大西暢夫さんの写真を見る会 大垣市田町1-20-1(近藤方)

大盛況でした,のべ来場者は少なくと1)800人、 1000人 か 1)しれません
各紙地力版には、写真入りで載り、TVで も報道さオ1′ました=大西さんの写真に撮られた方、

そのご家族の方が来場さオ1,て、徳山の話をたくさメυしていかれまヒ́た]

過去の TV特集のビデオを会場内に流しました,何らかの形で、こC)動画も集大成して行
かれる意向のようです「

☆
一
けで蒔 涵天じそ下廷

‐
ちI芳 1ごも蔽込雨蘊ご南可し百テ丁

‐
茶溶砺 るτ吾

‐
にブ
‐
ιで

もカンパを頂けると幸いです。
☆ 裁判の原告となつて頂いた方の「原告会費」(半期5000円 )は、今年で「最終」とさ
せて頂きます。来年より、引き続き一般会員として、年会費をよろし<お願いします。

眸め嬬≦址埋釘金島轟巨出争
ム
(肇轟分隼奄総身a   20-1

TELプTAX  0584-78-4 1 1 9 Ellailitoku、              ■1
URL :httpi//1oku卜 alll a‐ danl csidc con1/

郵便振替 :00800-7-31632   年会費 2000円
-4¨
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ゴ
叫
澪

吻
)ヽ
計
辮
理
石
画
J油
0

「
{汁
∈
爵
6●
」
碑
(の

と
研
謙
融
三
叫
0絆
料
]

Ж
>け
さ
。
刺
百
理
誦
誌
端

OS
前
部ヽ
′C
卦
珊
中
丼

E薇
図
磁
>〕
′ d
Ы
I叫

酬
薇
撃
5～
「
館 「
{計
,d

」
咄
済
～
υ
{動
き
咄
ラ
再
栄

と
汁
郊
理
J弾
凛
葺
目 
。い

い
碗
剛
図
Om
+|
さ
百

む
回
餅
憫
ll
ME
′
再
百
Q

針
図
膳
>副
,針
c郊
外

。い
τ
バ
S鴻

Fl
l甜
躙
e郊
鼎
響
轄
卜
「
τ

汁
C米
呼
軸
百
諄
卜
が
Ч

針
ヨ
ひ
が
お
団
」
西
い
和
4

H■
「
∫満゙
悧
剛
d館
き
0

4E
静
面
5針
C滞
テ
′減

が
3卜
可
輝
薇
躙
5～
「
針

「
(計
ラ
バ
も
り
や
再
導
刈

S栄
か
汁
艘
理
′ 討
り
抑
さ

け
滴
」
西
い
加
尊
J。
汁
0

針
館
C価
コ
タ
■
離
栄
弾
4

E謝
面
dt
tF
●
1詢
障
半
さ
い

ジ
哺
謙
鰐
酬
′。
研
ト
シ
ド

コ
タ
辮
ぶ
ひ
百
口
引
コ
ン
悦

栄
ン
汁
賜
理
0>
ヽ
E詠

コ 〓 脚 「 昨 ０ バ 効 闘 瀬 瞬 隷 ゛ 」

試 験 た ん 水 控 え 荒 崎 地 区 住 民

一 　 治 水 効 果 を 疑 問 祝

一̈ 　　　　　　　　　一 一　　　　　一一　　　　一
癬 抑 当 酬 　 一 ９ ８ 」 一

甜 Ｅ ヽ ＞

卜 ′ 叫 ０ ア ｕ ヽ い 　 蒻
|:
]]
i]
][
ミ
i[
;|

'■

:■
■
1■
||
|●
●
■
■
|■
■
■


